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2023 年 5 月 5 日 14 時 42 分に、石川県能登地方の深さ約 10 km で M6.5（暫

定値）の地震が発生した。地震の発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断

層型で、上部地殻内で発生した地震である（地震本部, 2023）。この地震に関連す

る地震性隆起の痕跡を調べるために、地震発生翌日の 5 月 6 日から 8 日にかけ

て、能登半島北東岸部の海岸地形調査を実施した。その結果、複数の地点におい

てこの地震によって生じたと考えられる隆起の痕跡を見出した（図 1）。 

 もっとも確実な隆起の痕跡は、Hamada et al. (2016)の Site H（珠洲市高屋町、

堂ガ崎東方）である。ここで記載されたノッチ・隆起ベンチおよびヤッコカンザ

シを同定し、ハンドレベルを用いた簡易測量を 5 月 8 日に行った（図 2）。海面

高度とヤッコカンザシ下面の比高（約 76 cm）および測定時の珠洲市長橋におけ

る観測潮位の標高（5 cm; 速報値）から、地震後のヤッコカンザシ下面の標高は

約 81 cm と推定される。Hamada et al. (2016) によるヤッコカンザシ下面の標高

は 69 cm であることから、本地点における地震時隆起量は約 12 cm と推定され

る。この値は GNSS 観測によってM 珠洲狼煙観測点で観測された 11 cm 程度の

隆起と整合的である。ただし、観測潮位は速報値であることから、この値は暫定

値である。震源域には堂ガ崎と同様に地震前に計測された離水岩石海岸地形・ヤ

ッコカンザシ群集が、Hamada et al. (2016) の Site I（珠洲市狼煙新町、能登双見

西方）や宍倉ほか (2020) の E3 地点（珠洲市馬緤町）など複数存在するが、荒

天による波浪や地震による斜面崩壊のため今回は測量を実施することができな

かった。 

 このほか、震源域に分布する漁港の防波堤内に付着する貝類（カキ、フジツボ）

が、満潮時に海面より上位に分布する様子が複数認められた。これらはいずれも

潮間帯に生息することから、このような分布は地震時の隆起を示す可能性があ

る。カキ・フジツボ分布上限と海面の高度差は、狼煙漁港では 5 月 6 日に約 10 

cm、折戸漁港では同日に約 10 cm、狼煙漁港（高屋）では約 5 cm であった。こ

れらの測定時は漁港内の波は穏やかであった。また、震源域東端に位置する長橋

漁港ではカキは海面下に分布していたほか、震源域東端の大谷漁港および震源

域西端に位置する寺家漁港では海面より上に分布する貝類は確認出来なかった。
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今後貝類の鑑定を実施し、より詳細な分布高度の検討を行う。 

 このように、今回の地震に際しては、震源域直上にあたる能登半島北東部の海

岸に 10 cm 程度の地震性隆起が生じたと考えられる。地震性隆起と佐藤ほか

（2020）による震源断層モデルとの関係を見ると、NT5 の西部では地震性隆起

が生じた一方、NT5下端以南や西に隣接する NT6 直上では地震性隆起の痕跡は

見出されなかった。大雨および波浪のために調査を行うことができなかった地

点については、後日補完的な調査を行う予定である。 
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図 1 今回の調査地点と推定された地震に伴う隆起量。NT5, NT6 は佐藤ほか

（2020）の震源断層モデル。 

図 2 堂ガ崎東方の離水ベンチ・ノッチ。Hamada et al. (2016) の Site Hにあたる。 

2023年 5月 8 日 11時 41分撮影。白矢印はヤッコカンザシ群集が付着するノッチ

の位置を示す。 




